
一般財団法人仙台こども財団

つながりあう・多世代交流
～「こども・子育て支援団体の

実態調査」を踏まえて～

理事長 湯浅 誠



本日お話ししたいこと

１．仙台こども財団のこれまでの取組

２．実態調査を踏まえて

３．居場所を増やす ～「どこも」と「どこか」～

４．財団としてこれから取り組みたいこと



１．仙台こども財団のこれまでの取組



仙台こども財団は設立1周年を迎えました

まち全体がこどもや

子育て家庭を応援し、

こどもたちが安心して

成長することができる

社会の実現に向けて、

市や地域で活動をされ

ている方々、民間企業

等のみなさまからお話

を伺いながら、取組を

進めています。



財団のビジョン・ミッション

ビジョン（財団が実現したい未来の姿）

＊まち全体がこども・子育て家庭にあたたかく、

すべてのこどもたちが健やかに育つ社会

ミッション（財団が取り組むこと）

＊こどもたちからの提案を一緒に実現します

＊多世代交流を促進し、人と人とのつながりを育みます

＊こども・若者・子育て支援ネットワークの輪を広げます



令和６年度の取組①

【こども・若者会議（第１期生）】

こどもたちの企画イベント①

「こわか☆クリーンアップwith」

「みんなが幸せなまちになるといいな」
という想いを「こども・若者会議」で話し
合い、みんなで実現にチャレンジ！

日時：令和６年１０月１９日（土）

小学4年生から
高校2年生まで
計20人のメン
バーが活動して
います！

みんなでゴミ拾いをして、
芋煮を食べました！

こどもたちの企画イベント②

「仙台こわかフェスティバル」

手づくりゴミ箱
「エコパッくん」を
１日設置しました！

日時：令和６年11月30日（土）

みんなで出店を考えて、
お祭りを開催しました！

わたあめ、ポッ
プコーン、蛇口
からジュースを
提供しました！

ゲームや実験
コーナーも！



令和６年度の取組②

モデル企業4社に社労士派遣を行っています！

【男性育休（パパ育休）取得チャレンジ企業創出】

日時：令和7年1月25日（土）14時～
場所：仙台こども財団内
対象：プレパパ・ママ、パパ・ママ、

育休に興味のある方
内容：助産師の講話、

育休取得者のトークセッション、
参加者間の交流会

【男性育休当事者向けセミナー】

（株）関・空間設計さま （株）manabyさま

リバーランズ
エンジニアリング（株）さま

（株）力道電設さま

これからの

パパ・ママ必見

「男性育休の重要

性について学ぶ」

セミナー開催予定



令和６年度の取組③

「こどもの自己肯定感を育む関わり方」を
テーマとしたセミナーを開催します！（全2回）
対象：こどもに関わる業務や
                     活動をされているすべての方

＜第１回目＞ 日時：令和7年2月1日（土）14時～
会場：オンライン講演（zoom）

＜第2回目＞ 日時：令和7年2月15日（土）14時～
会場：仙都会館８階会議室

令和6年7月に「こども・子育て支援団体の実態調査」を実施しました。

【調査・研究】

【児童福祉セミナー】



２．実態調査を踏まえて



実態調査の概要

【目的】

【対象及び方法】

こども・子育て支援団体の現状把握を行う
支援団体・企業・関係機関等相互の連携・協働の促進を図る

期間 令和６年７月10日(水)から
８月10日(土)まで

調査票の
送付・回収方法

メールでの送付・ＷＥＢ回答

対象 仙台市域を中心に活動する
こども・子育て支援団体

送付数 630件

回答数 223件

【内容】

１ 団体の現状について

２ 連携・協働について

３ 広報について

４ 地域社会全体でこども・子育てを

支えるために必要だと思うこと

５ 仙台こども財団に対するご意見



調査からみえてきたもの①

【活動分野について】
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学習支援

問19. 貴団体の活動は次のどれに近いですか？



調査からみえてきたもの②

【連携先について】
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問26. これまでに連携して企画・事業に取

り組んだことのある団体・関係機関は？

地域団体

行政

小学校

こども・子育て
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活動とする団体
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問27. 今後一緒に企画・事業に取り組み

たい、ほかの団体・関係機関は？

企業

こども・子育て
支援を主たる
活動とする団体

行政

小学校

地域団体



調査からみえてきたもの③-１

問28. どのような企画・事業を、一緒に取り組んでみたいですか？

※ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析
（ https://textmining.userlocal.jp/ ）



調査からみえてきたもの③-２

地域の居場所づくり
こども食堂
プレーパーク

地域課題の発見と解決
地域の担い手養成

三世代交流
異年齢のこどもたちも
一緒に遊べる取組

こども・若者の職場体験・
キャリア形成支援

問28. どのような企画・事業を、一緒に取り組んでみたいですか？



調査結果を踏まえて

○こども・子育て支援の活動として「世代を超えた交流

・居場所づくり」に取り組む団体が多い

○今後希望する連携先として、支援団体のほか、企業・

小学校・地域団体などが挙げられている

○“地域” 、“多世代” 、“連携” が今後のこども・子育て

支援のキーワード



３．居場所を増やす ～「どこも」と「どこか」～



17

「こどもの居場所づくり指針（答申）」

（指針本文より）

 地域づくりにつながるものであること

こども・若者の居場所が、こども・若者のみな
らず、その担い手にとっても、その場が自分
の居場所となり、地域における新たな交流や
つながりを得られる場として機能している場合
もある。

特に少子高齢化が進展する地方部において
は、 地域づくりの一手法として地域住民の居
場所づくりが進められている。

また、こども・若者に限らず、保護者や高齢者
などの地域住民が交流する場として、広く活
用されている居場所もある。

こうした取組は、 こども・若者にとって、地域
そのものが安全・安心な居場所となることにも
つながる。



こどもの居場所づくり地域共生
高齢者の居場所づくり

地域づくり

多世代交流、世代間交流、ごちゃまぜ、まぜこぜ



内閣府「子供・若者インデックスボードhttps://www8.cao.go.jp/youth/index_board/pdf/print.pdf

居場所の数が多ければ多いほど、

こどもの自己肯定感は高く、チャレンジ精神も旺
盛になる
↓

家庭・学校が居場所になっているこどもにも第３
第４第５…の居場所を

居場所の数が多いほど、自己肯定感高く、チャレンジ精神旺盛に

しかし、地域の中に居場所を見出せている
こどもは、家庭や学校に比べて少ないだけ
でなく、インターネット空間よりも少ない
↓

歩いていける範囲にたくさんの居場所と感
じられる場のある地域づくりを

・「結果としての居場所」の減少
例：住宅街の空き地、駄菓子屋、友人宅…

・「目的としての居場所」を作ろうとする取組
み（居場所づくり）の増加
例：こども食堂、プレイパーク…

https://www8.cao.go.jp/youth/index_board/pdf/print.pdf
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（有意に多い結果）

参加回数が6回以上だと、5回以下に比べ

「こども食堂は安心できる場所である」

「困った時に助けてくれる人がいる」

「他の人に言えない本音を話せる人がいる」

参加期間が1年以上だと、1年未満に比べ

「なんでも悩みを相談できる人がいる

「困った時に助けてくれる人がいる」

「他の人に言えない本音を話せる人がいる」

「誰とでもすぐ仲良くなれる方だと思う」

（こども食堂）

こどもの自己肯定感や社会性が有意に高まる
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Social Business Studio SIGNING
Ibasho Report
https://signing.co.jp/pdf/ibasho-report.pdf

（参考）大人も同様

https://documents1.worldbank.org/curated/en/350911592831120085
/pdf/Ibasho-Strengthening-Community-Driven-Preparedness-and-
Resilience-in-Philippines-and-Nepal-by-Leveraging-Japanese-Expertise-
and-Experience.pdf

「自宅のみ」「自宅以外のみ」に比
べて、「自宅＋自宅以外にも居場
所がある」人の方が、幸福度が高
い

世界銀行も、災害復興過程にお
いて「居場所」が果たす役割に注
目

https://signing.co.jp/pdf/ibasho-report.pdf
https://documents1.worldbank.org/curated/en/350911592831120085/pdf/Ibasho-Strengthening-Community-Driven-Preparedness-and-Resilience-in-Philippines-and-Nepal-by-Leveraging-Japanese-Expertise-and-Experience.pdf
https://documents1.worldbank.org/curated/en/350911592831120085/pdf/Ibasho-Strengthening-Community-Driven-Preparedness-and-Resilience-in-Philippines-and-Nepal-by-Leveraging-Japanese-Expertise-and-Experience.pdf
https://documents1.worldbank.org/curated/en/350911592831120085/pdf/Ibasho-Strengthening-Community-Driven-Preparedness-and-Resilience-in-Philippines-and-Nepal-by-Leveraging-Japanese-Expertise-and-Experience.pdf
https://documents1.worldbank.org/curated/en/350911592831120085/pdf/Ibasho-Strengthening-Community-Driven-Preparedness-and-Resilience-in-Philippines-and-Nepal-by-Leveraging-Japanese-Expertise-and-Experience.pdf
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高齢者の健康づくり

・写真は98歳の「はる」さん（香川県多度津町）。

昼間はデイサービスに通い、こども食堂の日
はこどもたちと一緒に盛り付け等をするのが楽
しみで、欠かさず来る。

・こどもとの関わりの中で高齢者が元気になる
機能に着目して、（株）SOMPOケアは全国450
事業所すべてでこども食堂を実施

課題のある子への支援

参加条件なし（どなたでもどうぞ！の
多世代交流・地域交流活動型）のこど
も食堂でも、「参加者を支援機関につ
なげた経験」は、参加条件ありのこど
も食堂と、基本的には変わらない（厚
労科研調査）。
→交流中心だと発見機能が弱くなる、
というわけではない。

〈交流の居場所〉が生み出す多様な機能 その1

保護者支援

・保護者間の交流による家族関係支援

・虐待予防（こども家庭庁見守り強化事
業）

・ひとり親食支援（こども家庭庁）

その他：食育、防災、地域コミュニティ形成
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こども食堂の人口比全国3位は、沖縄県、徳島県、鳥取県
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①女性部の
設立

②食堂・カ
フェの運営

③若い人の
意見を聞く

上：福井県美浜町。集落単位でこども
食堂を開催。かつての「寄合」機能の
回復を目指す

中：離島でも開設が相次ぐ

右：富山市黒瀬谷地区。コミュニティ機能
が集中する一角で、保育園閉園、小学校
閉校する中、住民が提案したのは「食堂・
カフェの運営」だった

〈交流の居場所〉が生み出す多様な機能 その2
地域コミュニティ維持・強化機能



交流の居場所の価値
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「こどもの居場所づくり指針」における「4つの基本的な視点」

全国知事会

「子ども・子育て政策を強力に推進する
ための提言」
（2023年11月13日）

・社会全体で子どもや子育て当事者を

支える地域づくりの重要性について理
解を深めるとともに、

子どもたちが安全で安心して過ごせる
子ども食堂をはじめとした子どもの居場
所を広げ、

社会と関わる力を養い、自己肯定感や
自立に向けて生き抜く力を育む環境整
備を推進すること。
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個 孤

しがらみ         つながり

’50’60

高度経済成
長期

’70’80
消費社会化

’90’00

経済危機・デ
フレ

’10’20

孤独孤立・無
縁

東日本大
震災

目指すべきは「SNS以上しがらみ未満」のつながり

高度経済成長期より半世紀を経て、時代は「つながりを求める」
フェーズに入っている。しかし人々は、つながりがしがらみに転化
しうるリスクもわかっている。だから伝統的な地域団体には寄って
こない。

しかし、ゆるめ（頻度少なく、出入り自由）のつながりは、以前より
も強く求められている。

ロバート・D・パットナム『孤独なボウリング』（2000、邦訳2006）より。
月1回程度の参加でも、つながりは幸福度を増進する。居場所で知り合った

人たちは、道端で会ったときにも声をかけあう。知り合っていれば、こどもに
声をかけても不審者扱いされない。自分が自宅で倒れたときに誰か見つけ
てくれるだろうかと不安になった際に「誰かの顔」が思い浮かべば、ごきげん
で過ごせる（レジリエンス）



こどもの居場所づくりによって目指すべき方向性

〈どこも〉
より多くの子に

よりたくさんの居場所を
＋

〈どこか〉
どんな子にも

少なくとも一つの居場所を

家庭も学校も、地域も公園も
友だちの家も駄菓子屋も、
図書館もコンビニも、

児童館も放課後子供教室も、
プレイパークもこども食堂も…

AもBもCも…「どこも」
成育局の夢

家庭や学校がダメなら第三の居場所、
リアルがダメならオンライン、
出られないなら訪問、

どこもなければどこか創る…

AがダメならB…「どこか」
支援局の夢
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４．財団としてこれから取り組みたいこと



多世代交流を促進し、人と人とのつながりを育みます

事例紹介
情報発信

多世代交流
モデル事業

どこでも
居場所助成

「どこも」の視点で
こどもの

居場所を増やす

多世代交流の活動を応援

地域に入ってコーディネート

居場所をつくる仲間を増やす



当財団は、令和７年４月の

公益法人化を目指してい

ます。

引き続き、支援団体のみな

さまと連携・協働して、

こども・子育てを支える

社会づくりを進めていきた

いと考えておりますので、

ご指導のほど、よろしく

お願いいたします。

むすびに



ご清聴いただき、ありがとうございました。

インスタグラム、X、
Facebookを
やっています！
随時更新をしており
ますので、
是非、フォローを
お願いします！
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